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子構造が解明されてきたが、無秩序配向試料、特に凍結有機溶媒(剛体溶媒)試料を用いたE S Rスぺ 
クトルの理解に関しては、代表的な/22-PBPMですら未だ報告されておらず未決着の課題を残してい 
た。本博士論文では、これまで未解決の剛体溶媒試料を用いた高スピン有機分子のE SRスペクトル 
の詳細な解析を行い、E SRスペクトルの完全解析を達成した。さらに無秩序配向E S R スペクトルの 
解析から得られた磁気的パラメ一夕から分子構造に閨する知見を獲得し、単結晶試料の結果との違い 
を明らかにした。第 1 章では、代表的な基底5 重項分子/^ PBPMの無秩序配向E S R スペクトルに 
ついて、厳密解析解を併用しながらハイプリッド固有共鳴磁場法によるスぺクトルシミュレーション 





とともに、剛体溶媒中での/27-PBPMの分子構造を決定した。第 3 章では安定ラジカルであるニトロ 
ニルニ卜ロキシドラジカルをパラ位に有する四重項フエニルニトレン(/>NN ニトレン)についてパル 




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨




に凍結有機溶媒(剛体溶媒)試料を用いたE S Rスぺクトルの理解に関しては、代表的な切-PBPMです 
ら未だ報告されておらず未決着の課題を残していた。本博士論文では、無秩序配向試料や剛体溶媒試 
料を用いた種々の高スピン有機分子のE S R スぺクトルの詳細な解析を行い、以下の成果を挙げてい 
る。













を確立しており、ESR分光学の発展に寄与するところが大きく、博 士 （理学）の学位を授与するに値 
するものと審査した。
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